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単元評価規準と小単元評価規準

研究事例 第１章 商業の学習ガイダンス

進路資料と卒業生の受験報告書を活用した授業展開例

単元名 第１章 商業の学習ガイダンス

１ ２１世紀を生きる

２ ゆっくり楽しく学ぶ

ビジネスに関する基礎的な知識と技術を習得させ，経済社会の一員としての望

単元の目標 ましい心構えを身に付けさせるとともに、ビジネスの諸活動に適切に対応する能

力と態度を育てる。

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

単 商業の学習ガイダン 商業を学ぶ目的と学 商業を学ぶ目的と学 商業の学習ガイダン

元 スに関心をもち、商 び方及び学習分野に び方及び学習分野に スに関する基礎的・

の 業を学ぶ目的と学び ついて、様々な角度 関する様々な資料を 基本的な知識を身に

評 方及び商業の学習分 から考察するととも 活用して、商業の学 付け、商業の学習と

価 野の意義について、 に、基礎的・基本的 習分野と進路のかか 進路の結びつきの大

。規 意欲的に調べたりま な知識を活用して主 わりについて把握す 切さを理解している

準 とめたりしようとす 体的、継続的な学び るとともに、その過

る。 方や自らの進路をと 程及び結果を具体的

らえている。 に説明する。

小単元名 ２ ゆっくり楽しく学ぶ（３時間）

小単元 商業の学習分野と資格取得との関係や卒業後の進学先や就職先など進路につい

の目標 てのガイダンスを行い、将来のスペシャリストとして必要とされる専門性の基礎

・基本の学習の重要性について理解させる。

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

小 商業の学習分野に 商業の学習分野の 商業の学習分野の 商業の学習分野に

単 関心をもち、商業の 目指す能力や科目の 目指す能力や科目の 関する基礎的・基本

、元 学習分野の目指す能 内容と資格取得との 内容と資格取得との 的な知識を身に付け

の 力や科目の内容と資 関係及び学習分野と 関係及び学習分野と 目指す能力や科目の

評 格取得との関係及び 進路とのかかわりに 進路とのかかわりに 内容と資格取得との

価 学習分野と進路との ついて、様々な角度 ついて、様々な資料 関係及び自らの学習

規 かかわりについて、 から考察するととも を活用して把握する と進路の結びつきの

準 意欲的に調べたりま に、基礎的・基本的 とともに、その過程 大切さを理解してい

とめたりしようとす な知識を活用して自 及び結果を具体的に る。

る。 らの進路をとらえて 説明する。

いる。



小単元の指導と評価の計画

一次　学習活動のアウトライン　 （１時間）　　　　　　

二次　ゆっくり楽しく学習しよう　　（２時間）

ア　関心・意欲・態度 イ　思考・判断 ウ　技能・表現 エ　知識・理解
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・商業の学習分野が目指し
ているマーケティング能
力、国際交流能力、会計活
用能力、情報活用能力と４
つのビジネス分野、商業科
目、教育課程の関連を理解
する。

・商業の学習分野に関心を
もち、なぜ商業科目を学ぶ
のかについて意欲的に調べ
たりまとめたりしようとす
る。

・商業の学習分野に関心を
もち、なぜ商業科目を学ぶ
のかについて、様々な角度
から考察しようとする。

・商業の学習分野に関心を
もち、なぜ商業科目を学ぶ
のかについて、様々な資料
を活用して客観的に把握す
るとともに、その過程及び
結果を具体的に説明する。

・商業の学習分野に関心を
もち、なぜ商業科目を学ぶ
のかについて基礎的・基本
的な知識を理解している。
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・商業の学習分野の目指す
能力や科目の内容と資格取
得との関係及び学習分野と
進路とのかかわりについて
理解する。

・商業の学習分野の目指す
能力や科目の内容と資格取
得との関係及び学習分野と
進路とのかかわりについ
て、自らすすんで調べたり
まとめたりしようとする。

・商業の学習分野の目指す
能力や科目の内容と資格取
得との関係及び学習分野と
進路とのかかわりについ
て、様々な角度から考察し
ようとする。

・商業の学習分野の目指す
能力や科目の内容と資格取
得との関係及び学習分野と
進路とのかかわりについ
て、様々な資料を活用して
客観的に把握するととも
に、その過程及び結果を具
体的に説明する。

・商業の学習分野の目指す
能力や科目の内容と資格取
得との関係及び学習分野と
進路とのかかわりについ
て、基礎的・基本的な知識
を理解している。
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・卒業生の進路研究を通し
て、自らの進路を見据え、
高校生活で取り組むべきこ
とを理解するとともに、商
業の学習と進路との結びつ
き、学び方を理解する。

・卒業生の進路を参考にで
きるよう、自らすすんで調
べたりまとめたりしようと
する。また、社会の変化の
中で、生涯学び続けること
の必要性について意欲的に
調べたりまとめたりしよう
とする。

・卒業生の進路から、自ら
の進路目標達成のために必
要な事柄を考えようとす
る。また、上級学校への進
学の必要性や、生涯学び続
けることの必要性につい
て、様々な角度から考察し
ようとする。

・卒業生の進路に関連した
様々な資料を活用して自ら
の進路目標達成のために必
要な事柄を客観的に把握
し、その過程及び結果を具
体的に説明することができ
る。

・卒業生の進路から、自ら
の学習と進路の結びつきの
大切さを理解している。ま
た、上級学校への進学の必
要性や、生涯学び続けるこ
との必要性について理解し
ている。
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小単元「ゆっくり楽しく学ぶ」の指導と評価の計画

次 学習内容時
学習活動における具体の評価規準および評価方法

授業の流れ



 

学 習 指 導 案 
 
科  目 ビジネス基礎 単元名 第1章 商業の学習ガイダンス  

第2節 ゆっくり楽しく学ぶ 
本時の主題 ２．ゆっくり楽しく学習しよう（３時間目／３時） 

本時の目標 ①卒業生の進路に関心を持ち、自らの進路選択について進んでまとめる。 
                               【関】
②進路目標を達成するためにはどのような高校生活を送る必要があるか、自
 らの適性や必要な資格、上級学校への進学の必要性などを考え、それらを
 明確にしようとする。                    【思】
③進路目標を達成するためにはどのような高校生活を送る必要があるか、自 
らの適性や必要な資格、上級学校への進学の必要性などについて、さまざま
な資料を活用して客観的に把握し、具体的に説明する。     【技】

④自らの進路目標達成のためにどのような高校生活を送る必要があるかや、生涯
学習の重要性について理解している。             【知】
  

指導の内容・ねらい 学  習  活  動 指導上の留意点・観点別評価
 
<導入> 
 
・進路に関する資料の活
用方法を理解させる。 
 
 
10分 

 
 
 
・進路に関する資料を活用し、卒
業生の進路について調べる。 
 
・資料の中から３人の事例を選択
し、ワークシートに記入する。 

 
 
 
・卒業生の進路別一覧を配布す
る。 
 
・その中から３人を選択するよ
う指導する。 
                         

 
 
 
・卒業生の受験報告書や受験体験
記から、適性や必要な資格、上級
学校への進学の必要性について調
べ、ワークシートに記入する。 

 ・自分の進路目標が具体的に
定まっていない生徒はいま
すか？ 
・卒業生の進路の中に、自分
の進路目標の参考になるも
のがないという生徒はいま
すか？ 

 

 
<展開> 
 
・生徒自身の進路目標を
具体化させ、目標達成の
ために必要な事柄を考
えさせる。 
 
                
30分 

 

 
 
 
・上記卒業生の受験報告書と受
験体験記を配布し、生徒自身の
進路目標達成のために、必要な
事柄を具体的に考えるよう指導
する。 
 
［評価］ 
 多くの事例を調べているか。
 【関】 
＜評価方法＞（目標①） 
 取組姿勢 
 
［評価］ 
 具体的にワークシートにまと
 めているか。 
 【思】 
＜評価方法＞（目標②） 
 ワークシートの記入 
  

 
 
 
・高校生活の抱負や決意をワーク
シートに記入する。 

 
<まとめ> 
 
・自らの進路目標達成の
ために、どのような高校
生活を送る必要があるか
を考えさせる。また、生
涯学習の重要性につい
て説明する。 
 

  
生涯学習という言葉を知っ
ていますか？ 

 

 
 
 
・自ら考え、自ら学ぶ態度や、
生涯学習の重要性など、高校生
活を「社会へ出るための準備期
間」と捉えるよう意識させる。
 
［評価］ 
 進路目標達成のためにどの
ように高校生活を送る必要が

 
 
 
 
注１
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注２
 
注３
 
資１
 
 
 
 
資２
 
 
 
 
 
注４
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注５



 あるか。【知】 
＜評価方法＞（目標④） 
 取組姿勢 
 ワークシートの記入 
 
※次時に記入したワークシート
について、数名に発表をさせる
。 
［評価］                     
 自分のまとめた内容を具体的
 に解りやすく発表できている
 か。 
 【技】 
＜評価方法＞（目標③） 
 発表の様子 
  

 
 
 
 
＜指導上のポイントと考察＞ 
 
注１ 科目「ビジネス基礎」の特性として、商業を学ぶためのガイダンス機能があり、この小単元で  
は、進路意識を高めさせる内容が含まれている。 
注２ 卒業生の進路別一覧を配布するが、ここでは公開できないため、この展開例では例示していな  
い。 
注３ 柔軟な視点、幅広い視野で進路について考えることができるよう、数多くの卒業生について調     
べさせる。 
資１ ワークシート記入例参照のこと。 
資２ 毎年３年生の進路決定後記録させ、保管・蓄積しなければならない。 
注４ 生徒本人が、いくつか興味のある進路目標の中で、ここでは仮にひとつを具体化させ調べさせ  
る。 

卒業生の資料の中に、生徒本人の参考にできるものがない場合も考えられるが、注３の視点で
考えさせる。 

注５ 高校での学習は基礎基本が中心であり、社会の変化の中で、私達は生涯学び続ける必要がある  
ことを理解させる。 



年・組・番・氏名 　　　　年　　　　組　　 　番　氏名

「卒業生の進路①」 「卒業生の進路②」 「卒業生の進路③」

就職・進学の別 就職（生産関係） 就職（実務職） 進学（四大）

（就職先・進学先、職種や
学部学科を具体的に記入す
る。） Ｔ自動車株式会社 株式会社Ｄソー

Ｎ県立大学　地域創
造学部　観光経営学
科

必要な事柄

（学業成績や資格、その他
について、できる限り詳し
く記入する。）

学力　体力（部活
動）　集団生活で学
ぶこと

学力 ＳＰＩ問題集
の取組　自分自身を
ＰＲできるような高
校生活での取組
しっかりとした自分
の考え

基礎学力　大学で学
ぶ明確な目的意識
高校生活での積極的
な取組姿勢

将来就きたい職業

高校卒業後の進路 就職 進学 （どちらかを○で囲む）

具体的な会社名や学校種別

必要な事柄

（学業成績や資格、その他
について、できる限り詳し
く記入する。）

上級学校への進学の必要性 必要性が高い

　　商業高校からでは国公立四大への進学は不可能だと思っていましたが、先輩の受験報告書
　や受験体験記を読んで、可能性がないわけではないとわかりました。
　　ぼくは、将来どうしてもツアーコンダクターという職業に就きたいし、海外旅行の仕事に
　関わりたいと思っています。
　　この先輩がどのような高校生活を送っていたのか、またどのような勉強にどんなふうに取
　り組んでいたのかもっともっと知りたいです。
　　「卒業生と語る会」という行事もあると聞きました。ぜひこの先輩から話を聞いてみたい
　と思います。
　　自分自身の夢を実現するために、ぼくは部活動と勉強の両立を必ずやり遂げたいと思いま
　す。今日の授業で、先輩の進路について知ることができたおかげで、これからの高校生活に
　大きな目標ができました。
　　自分自身の夢に向かって、何事にも積極的に取り組んでいきたいと思います。

ワークシート（記入例）

私の進路(注２）

卒業生の進路（注１）

高校生活の抱負や決意

　　ツアーコンダクター

Ｎ県立大学

学力、特にぼくの場合は英語の力をつけないといけない。
それに、小論文では経済学の問題も出題されているような
ので、新聞を読んだり、読書などももっと必要だと思う。

進学
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